
８月２１日（木）に長野市で開催された 

「全国専修学校各種学校総連合会 第 55 回北関東信越ブロック大会」に

本県会員校の皆さんが参加しました。 

毎年持ち回りで開催されているブロック大会が、幹事県の長野県専修学

校各種学校連合会（長野県専各連）の運営により、全国専修学校各種学校

総連合会（全専各連）をはじめ茨城・栃木・群馬・長野・新潟の５県の教

職員が参加し、来賓に国や各県

担当者をお迎えして、長野市内

の長野県県民文化会館（ホクト

文化ホール）で約２２０名が参

加して盛大に開催されました。  

 

栃木県専修学校各種学校連合会

（栃木県専各連）からは、石川理事

長をはじめ会員校７校２１名の教職

員の皆さんに参加いただきました。  

 

大会のセレモニーである全体会では、長野県専各連の山岸健文会長や北

関東信越ブロック会長の茨城県専各連の八文字典昭会長、全専各連の多

（おおの）忠貴会長の挨拶に立ちました。その後、去る７月４日に東京都

内で開催された「専修学校制度制定５０周年記念式典」において発表され

ブロック県関係者や来賓が登壇して行われた全体会 

栃木県から参加された会員校の皆様 



た５県の「全専各連会長表彰」の受賞者に対して、多会長から 各県代表者

への賞状の授与が行われました。本県の受賞者３４名の中から石川理事長

が代表して受領しました。

その後は、来賓の関昇一郎

長野県副知事や、荻原健司

長野市長からご祝辞をいた

だきました。  

 

 

次の研修会では、地元善光寺の若麻績亨則寺

務総長氏から「AI 時代を心豊かに生きる」と

題した基調講演があり、その後文部科学省と

全専各連、そしてブロック５県の行政職員か

ら現状の報告がありました。栃木県からは文

書学事課の横井美咲主事が、①専修・各種学

校の状況、②中高生卒業後の進路状況、③県

からの助成状況について説明しました。  

専修学校制度制定５０周年を記念して、全専各連会長表彰を受賞した各県の代表者 

（右端は、本県の石川理事長） 

本県受賞者の皆様には、事務局から後日表彰状を学校ごとにお届けしました。 

受賞者の皆様、誠におめでとうございました。 

講師の善光寺 

若麻績亨則寺務総長 

報告する横井主事 



次の全体会議では、別添の大会決議を読み上げて

拍手で承認された後、来年度の大会開催地を栃木県

とする提案があり、本県の石川理事長が受諾の挨拶

を行い、大会は盛会のうちに無事閉会となりまし

た。  

なお、前年度の新潟県大会では、大会後に懇談会を開催したことを受け

て、長野県でも懇談会が開催されました。参加者は、ホクト文化ホールか

ら徒歩１０分程度の長野駅前のホテルメトロポリタン長野に移動して、参

加者１０８名（うち本県参加者５名）が時間の許す限り交流と懇親を深め

ることができました。  

 

 

 

 

 

来年のブロック大会は、栃木県での開催になります。本年５月の定時総

会でも審議・決議されましたとおり、令和８年８月２７日（木）の午前

に当連合会の「法人化６０周年記念式典」を行い、午後には、第５６回

北関東信越ブロック大会を開催する予定で準備を進めております。一日

がかりの開催となりますが、会員校の皆様には、スタッフや参加者とし

てご支援・ご協力をいただくことになると思いますので、よろしくお願

いいたします。 

 

来年度開催県として歓迎の挨拶をする石川理事長 

ホテルメトロポリタン長野に移動して開催された懇談会 



 

 

 

第５５回ブロック大会で承認された大会決議 


